
市庁舎建設の住民投票は

市民の意思を示す最後の場

庁舎建設の動きは来年２月に実

施設計が出され、そこではじめて

建設費の全貌が明らかにされる予

定です。そして３月に平成２９年

度予算が決まり、本体工事着工と

なります。

住民投票は市民的議論のないま

ますすめられてきた庁舎建設につ

いて、市民一人一人が意見を反映

する唯一の場となります。

かつては大垣市議会は議員定数

は36議席でしたが、今では22議席

に減ってしまい、市政や議会はま

すます市民から遠い存在となって

います。

新庁舎建設は市の年間予算の５

分の１を費やす１００億円超とい

う大きな資金を必要とするプロジェ

クトであり、他の事業の推進に大

きな影響を与えるため市民の理解

が欠かせないだけに、その判断を

仰ぐには、現段階では住民投票が

もっとも有効な手段です。

現庁舎の耐震補強が

いつの間にか新築へ

現庁舎は昭和３９年に建設され、

５２年あまり経過して老朽化が進

んでいることは確かです。

しかし、現庁舎の耐震性が問題

になった平成１９年には制震工法

を施すことで防災拠点になりうる

とされていたのが、いつの間にか

新築に方針転換され、なぜ耐震補

強ではダメなのか納得した説明は

ありませんでした。

大震災・超高齢化対応は

全地域を視野に

「新庁舎を防災拠点にするため」

というのが新築の理由ですが、大

垣地域は広い範囲で液状化が発生

し、アクセスはずたずたになるこ

とが予想されます。新庁舎だけで

なく全域に防災拠点施設が必要で

す。

また、超高齢社会は高齢者にとっ

て市役所はますます遠くなり、市

民生活を支える包括支援センター

的な相談機能を有するサービスセ

ンターが地域ごとに必要です。

庁舎建設より周辺地域での施設

の充実や耐震補強が優先されるべ

きではないでしょうか。

市の将来を見通す

庁舎の規模は

庁舎建設は少なくとも50年先の

大垣市を見通して行われるべきで

す。建設予定の新庁舎規模は16万

人口を想定し、現庁舎（分庁舎含

む）の１．７倍の広さです。しか

し人口減少時代に入り、このまま

では40年先には10万人規模に減る

と予測され、地方創生計画では何

とか15万人を維持したいとしてい

ますが、見通しは立っていません。

限りある財源

優先順位の見直しを

新庁舎建設に100億円は超えると

予想されます。それ以

外に保育園や市民会館・

城ホール・地区センター

等の建て替えや耐震補

強が必要です。また道

路・橋・水道管・下水

道菅・排水機などの更

新や耐震工事も必要で

す。限りある財源、何

を優先させるべきでしょ

うか。
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新庁舎建設に市民の疑問消えず 耐震補強で見直す時間を

住民投票求め、直接請求署名すすむ
大垣市庁舎の建設をめぐっては、１００億円を優に超す規模で市政を圧迫し市民に大きな負担を強いるも

のだけに、他の事業との優先度・建設の時期・計画段階の経緯などで新規建設を疑問視する声も多く出さ

れています。11月５日には、市民有志が集まり、岡田・笹田・中田市議から経緯の説明を受けた後、市庁

舎問題での「住民投票を実現する会」(代表 岡田章治＜会社役員＞・繁澤多美＜ソーシャルワーカー＞)

を発足させ、この問題での住民投票条例制定のための直接請求署名を開始しました。署名活動は12月６日

で締め切られ、審査ののち有権者の５０分の１に達していれば、市長は請求の要旨を公表して議会にかけ、

条例を制定して住民投票をおこなうかどうかの議決を求めなければなりません。

市民に寄り添う施設整備の推進を

大垣駅前で、出勤を急ぐ人々に住民投票の

ための直接請求署名を訴える笹田市議



日本共産党は１１月１５～１６

日、第７回中央委員会総会を行い

ました。会議では、来年１月に予

定している共産党の党大会を前に、

大会決議案が提案されました。そ

の一部を紹介します。

【政治対決の構造】

３年前の大会の主題が「自共対決」

の時代のはじまりでしたが、今や

日本の政治対決の構図は「自公と

その補完勢力」対「野党と市民の

共闘」へと発展してきています。

【対決構図の原因】

安保法制反対などの市民運動の

発展と、共産党の躍進が、新しい

政治情勢をつくりだしました。

しかし、その根底には、「対米

従属」「財界中心」の「２つの異

常」の政治があり、沖縄米軍基地、

原発再稼働、社会保障削減、重税

など、民意が反映されているとは

言い難い状況にあります。

【野党連合政権を】

野党４党は、国政選挙でできる

限りの協力を行い、現与党及び補

完勢力を少数に追い込むことで合

意しています。また、①安保法制

の廃止②格差と貧困の是正③憲法

改悪反対などの政治内容でも協力

の確認ができています。

日本共産党岐阜県委員会は４日、

衆院小選挙区の候補者を発表しま

したのでお知らせします。

▽２区 森桜 房義(59)＝新

国際医療専門学校臨床検査技師

科中退。赤旗大垣分局長、党西濃

地区副委員長など歴任。14年衆院

岐阜２区立候補。党西濃地区委員

長。
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トヨ子＆としやの１１月活動日誌

笹田トヨ子
【11月】
２日 まちづくり学習会
５日 住民投票実現会準備会
７日 養老鉄道未来をつくる会
９日 名大看学クラス会
10日 発達相談
11日 未来ビジョン審議会
12日 地区センターまつり
13日 住民投票実現会説明会
19日 ぎふコラボ友の会総会
23日 母親大会

中田としや
【１１月】
４日 都市計画審議会
５日 住民投票実現会準備会
６日 みおミントン
７日 地域交通研究会
11日 記者会見、民商東支部会
12日 法律事務所友の会・井上テニス
13日 住民投票実現会説明会
17日 議会だより編集委員会視察
18日 地域福祉の広場・GIFU
19日 かがやきライフタウン大垣

１２月議会日程（予定）

５日 議員総会、本会議
13日 一般質問 ※
15日 子育て支援、市民病院
16日 建設環境、経済産業
19日 文教厚生、企画総務
20日 議会運営、本会議
※第二月曜ではないため注意

養老鉄道の未来をつくるネット

ワーク西濃は、８日、記者発表を

行い、養老鉄道の活性化に向けて

の提言書を発表しました。

その要旨を紹介します。

①交通まちづくり会議を作り、住
民参加を

②交通まちづくり契約を締結し、
養老鉄道は情報公開と収益を沿
線自治体で作る新法人にへ支払
いを

③養老鉄道サポーター制度を作り、
トイレ付車両の実現を

④各駅に駐車場、駐輪場の整備を
⑤毎時４本の運行を
⑥できる限り車に頼らない生活を

１２月２日(金)９時３０分から

スイトピアホールで行われる地域

公共交通再生協議会にて、新法人

の設立報告等が行われる予定です。

ぜひ傍聴にご参加下さい。

自共対決→野党共闘の時代へ
日本共産党、大会決議案発表

岐阜２区候補者発表

国民の立場で真実を伝え続ける
しんぶん赤旗をお読みください。

日刊紙…3497円日曜版…823円

養老鉄道
活性化提言を発表


